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銅
地
金
生
産
は
こ
こ
数
年
、国
際
銅
市
況
の
低
迷
に
伴
う
原
料
精
鉱
不

足
を
背
景
に
減
産
気
味
に
推
移
し
て
い
た
が
、昨
年
度
は
伸
銅
品
を
中
心

と
し
た
国
内
需
要
の
一
部
持
ち
直
し
、ス
ク
ラ
ッ
プ
不
足
に
伴
う
代
替
需
要

の
増
加
、一
部
製
錬
所
の
能
力
増
強
な
ど
か
ら
三
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
。

十
六
年
度
は
原
料
事
情
、需
要
環
境
と
も
に
大
幅
な
改
善
は
見
込
ま
れ
な

い
こ
と
か
ら
、一・
六
％
減
の
一
四
〇
万
六
〇
〇
〇
ト
ン
と
微
減
の
見
通
し
。 

　
内
需
は
報
告
値
が
〇
・
二
％
増
の
一一
八
万
二
〇
〇
〇
ト
ン
、過
欠
補
正

を
加
味
し
た
見
掛
値
が
一・
五
％
減
の
一
二
二
万
一
〇
〇
〇
ト
ン
と
ほ
ぼ
横

ば
い
に
と
ど
ま
る
。 

　
用
途
別
消
費（
見
掛
値
）は
電
線
向
け
が
〇
・
二
％
減
の
七
二
万
七
〇

〇
〇
ト
ン
、伸
銅
品
向
け
は
〇
・
四
％
増
の
四
二
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
と
と

も
に
横
ば
い
に
と
ど
ま
る
。 

　
銅
電
線
需
要
は
建
設
、電
気
機
械
、自
動
車
向
け
が
増
加
す
る
一
方
、

電
力
、通
信
、そ
の
他
内
需
、輸
出
は
減
少
し
、合
計
で
は
三
年
ぶ
り
に
微

増
に
転
じ
る
。
伸
銅
品
需
要
は
Ｉ
Ｔ
関
連
の
銅
、青
銅
の
板
条
、自
動
車

関
連
の
黄
銅
板
条
な
ど
が
増
加
す
る
の
に
対
し
、エ
ア
コ
ン
向
け
の
銅
管

は
減
少
し
、合
計
で
は
三
年
連
続
の
微
増
と
な
る
。 

　
輸
入
は
国
内
生
産
が
内
需
を
上
回
っ
て
い
る
た
め
減
少
傾
向
に
あ
り
、

昨
年
度
は
昭
和
四
十
年
度
以
来
の
低
水
準
に
と
ど
ま
っ
た
が
、十
六
年

度
も
二
・
二
％
増
の
八
万
ト
ン
と
微
増
に
と
ど
ま
る
。
輸
出
は
国
産
銅
の

内
需
優
先
傾
向
が
続
く
た
め
、一一・一
％
減
の
二
四
万
二
〇
〇
〇
ト
ン
と
三

年
連
続
で
減
少
す
る
。 

　
こ
の
結
果
、在
庫
は
一
〇
万
七
〇
〇
〇
ト
ン
か
ら
一
三
万
ト
ン
へ
と
二
一・

〇
％
増
加
す
る
が
、在
庫
／
消
費
比
率
は
五
・
五
週
間
と
定
期
性
水
準

を
維
持
す
る
。 

日
本
鉱
業
協
会
　
〇
三（
三
五
〇
二
）七
四
五
一 

　
平
成
十
六
年
上
半
期
の
銅
電
線
需
要
は
約
四
一
万
ト
ン
で
前
年
同
期

を
五
・
五
％
上
回
り
、四
年
ぶ
り
に
前
年
同
期
比
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。
国
内

景
気
の
回
復
が
寄
与
す
る
部
門
の
需
要
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
。 

通
信
部
門
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
メ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
投
資
圧
縮
で
長
期
漸
減
傾
向
が

続
い
て
い
る
。 

　
電
力
部
門
は
、通
信
部
門
同
様
、電
力
会
社
の
経
営
効
率
化
と
電
力

需
要
の
伸
び
悩
み
に
よ
り
設
備
投
資
抑
制
強
化
が
続
い
て
お
り
、電
線

需
要
は
引
き
続
き
減
少
傾
向
に
あ
る
。 

　
電
気
機
械
部
門
は
、国
内
景
気
回
復
と
デ
ジ
タ
ル
家
電
、電
装
品
の
好

調
に
よ
り
、十
六
年
に
入
っ
て
か
ら
順
調
な
伸
び
を
み
せ
て
い
る
。 

自
動
車
部
門
は
、国
内
自
動
車
生
産
が
一
千
万
台
を
超
え
る
ペ
ー
ス
で
好

調
に
推
移
し
て
お
り
、こ
れ
を
受
け
て
電
線
需
要
も
こ
こ
十
年
で
は
最
も

高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。 

　
建
設
・
電
販
部
門
は
、国
内
景
気
回
復
に
伴
い
民
間
設
備
投
資
が
好

調
に
推
移
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
電
線
需
要
も
大
き
な
伸
び
を
示
し
て

い
る
。た
だ
し
、年
後
半
の
景
気
息
切
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。 

　
そ
の
他
内
需
部
門
は
、建
設
・
電
販
部
門
同
様
、民
間
設
備
投
資
の
動

向
と
関
連
が
深
く
、好
調
に
推
移
し
て
い
る
。 

　
輸
出
部
門
は
、付
加
価
値
製
品
の
海
外
生
産
移
行
と
現
地
メ
ー
カ
ー

の
台
頭
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、厳
し
い
需
要
環
境
に
あ
る
。 

（
社
）日
本
電
線
工
業
会
　
〇
三（
三
五
四
二
）六
〇
三
三 

日
本
伸
銅
協
会
　
〇
三（
三
八
三
六
）八
八
〇
一 

　
平
成
十
六
年
上
半
期
の
伸
銅
品
需
要
は
、五
三
万
七
〇
〇
〇
ト
ン
と

前
年
同
期
を
五
・
七
％
上
回
り
、十
二
年
下
半
期
以
来
、七
四
半
期
ぶ
り

の
高
め
の
水
準
と
な
っ
た
。 

　
金
属
製
品
は
日
用
品
・
雑
貨
、水
栓
金
具
な
ど
不
活
発
な
横
ば
い
推

移
が
続
い
た
ほ
か
、ガ
ス
機
器
も
低
調
な
域
を
脱
し
な
か
っ
た
。 

電
気
機
械
は
半
導
体
が
年
末
か
ら
回
復
傾
向
に
入
っ
た
ほ
か
、コ
ネ
ク
タ

も
自
動
車
向
け
の
堅
調
持
続
と
、デ
ジ
タ
ル
家
電
や
携
帯
電
話
向
け
な

ど
も
増
加
基
調
を
た
ど
り
、ま
た
配
電
制
御
装
置
や
弱
電
部
品
も
若
干

の
回
復
基
調
を
継
続
し
た
。 

　
輸
送
機
械
は
自
動
車
の
堅
調
な
推
移
に
支
え
ら
れ
、安
定
し
た
需
要

水
準
を
維
持
し
た
。 

　
精
密
機
械
は
低
調
な
ま
ま
の
底
ば
い
推
移
が
続
い
た
。 

一
般
機
械
は
空
調
機
器
が
ア
ウ
ト
イ
ン
の
増
加
テ
ン
ポ
の
抑
制
や
国
内
生

産
の
下
げ
止
ま
り
傾
向
な
ど
も
見
ら
れ
た
が
、今
夏
の
猛
暑
は
上
期
で

は
出
荷
量
に
あ
ま
り
影
響
せ
ず
、回
復
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。一
方
バ
ル

ブ
・
コ
ッ
ク
な
ど
は
底
堅
い
推
移
が
続
い
た
。 

建
設
業
は
屋
根
板
は
低
調
な
動
き
に
終
始
し
た
が
、建
築
管
に
若
干
の

回
復
が
見
ら
れ
た
。 

　
こ
の
た
め
、内
需
計
は
四
四
万
一
〇
〇
〇
ト
ン
と
十
三
年
上
半
期
以
来

の
水
準
で
は
あ
る
が
、繁
忙
な
操
業
が
続
い
た
電
子
部
品
向
け
圧
延
製

品
も
一
層
の
軽
薄
短
小
が
進
み
、量
的
に
大
き
な
回
復
は
難
し
い
現
状
に

あ
る
。 

輸
出
は
そ
の
電
子
部
品
向
け
条
製
品
の
回
復
が
、競
合
が
激
し
い
銅
管

の
不
調
を
カ
バ
ー
し
、十
二
年
下
半
期
以
来
の
水
準
ま
で
回
復
し
た
。 
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（注）1．四捨五入のため計と合わない場合もある。 
　　 2．前年同期比は数量を丸める前の原伸び率。 
（出典）日本電線工業会統計 
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 金属製品 

電気機械 
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精密機械 
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（注）前年比は数量を丸める前の原伸び率 
（出典）日本伸銅協会統計 
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期 初 在 庫  

生 　 　 産  

　 国内鉱出 

　 海外鉱出 

　 その他出 

輸 　 　 入  

供　給　計 

内需（報告値） 

      （見掛値） 

電　　　 線 

伸　 銅　 品 

そ 　の　 他 

輸 　 　 出  

需　要　計 

期 末 在 庫  

過 欠 補 正  

設 備 能 力  

稼働率（％） 

再資源率（％） 

年度 
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銅（電気銅・電線・伸銅品）の需給動向 
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